
　　　　大分県の平成１９年産麦の検査結果（最終確定値）

　　　　　　　　　　（　平成２０年４月３０日現在　）

　検 査 概 況

１　検査状況

　４月３０日現在の検査数量は、普通小麦９，４４６トン　普通はだか麦２，１７５トン

普通大粒大麦１，８９５トン　普通小粒大麦２２トン　ビール大麦２５０トン　種子麦

１７３トンで、前年比１０９．０％となっています。

２　品質概況

(1)　４月３０日現在の１等比率は　それぞれ以下のとおり

　　 種類別の１等比率

普通小麦 普通はだか麦普通大粒大麦普通小粒大麦 ビール大麦

92.3% 93.4% 92.2% 6.0% 0.0%

(2)　２等以下への格付けを行った主な理由は、麦全般で形質落ちによる格下げが

 ８８％、整粒不足が７％程度、その他では異物の混入によるもの、赤カビや黒カビ

　・雨等による褪色などの被害によるものとなっています。

※なお、全国の検査結果については農水省のホームページ等で公表されています。

  　連 絡 先

　　九州農政局大分農政事務所

　　消費流通課  検査担当

　　電話 097(532)6133 内線 134

　　　　　　　　担当　：　木許

　平成２０年５月２３日公表

　九州農政局大分農政事務所
プレスリリース



            平　成　１９ 年　産　麦　類　の　検　査　結　果

                               （平成　２０　年 ４月 ３０日現在  ）

平成２０年４月３０日参考資料

九州農政局大分農政事務所消費流通課

１．検査数量及び等級比率

検 査 数 量 等　　級　　別　　比　　率　 （％）

種 類 年度 （ ト ン ）特 上特 等
１ 等
（ 合 格 ）

２ 等
規 格 外
（ 等 外 上 ）

１９年 9,446 － － 92.3% 6.0% 1.7%

普 通 小 麦 １８年 9,204 － － 45.5% 53.4% 1.1%

差 242 － －

１９年 2,175 － － 93.4% 4.7% 1.9%

普通はだか麦 １８年 1,798 － － 6.5% 90.1% 3.5%

差 377 － －

１９年 1,895 － － 92.2% 7.6% 0.2%

普通大粒大麦 １８年 1,685 － － 8.1% 84.4% 7.5%

差 210 － －

１９年 22 － － 6.0% 94.0% 0.0%

普通小粒大麦 １８年 17 － － 0.0% 16.6% 83.4%

差 6 － －

１９年 250 － － 0.0% 100.0% 0.0%

ビ ー ル 大 麦 １８年 52 － － 44.2% 55.8%

差 198 － －

１９年 64 － － 100.0%

種 子 小 麦 １８年 0 － － - - -

差 64 － －

１９年 12 － － 100.0%

種子はだか麦 １８年 0 － － - - -

差 12 － －

１９年 98 － － 100.0%

種 子 大 麦 １８年 0 － － - - -

差 98 － －

※１８年産については、１８年度合計数量

※（合格）は種子麦、（等外上）はビール大麦に適用 連絡先：大分農政事務所

（０９７）－５３２－６１３３

　　担　当　：　　木　　許


